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2. Anugusta Mansions, 終 上 設 に 開 す る 仕事 が 紙 行 物 の 能力 を 超過 

Folkestone, Kent. し て いた か ら 5 です . 戦後 この 合 は 紙面 を か 

Nov. 4,°50. な り 増 る さ ね ば な ら ぬ 様 に な り ま した. 1950 

| AR ーー 年 に は 新 し い 定 期 刊 行 物 Fntomologists 
この ノ フート が 興味 あめ 0, 秩 護 る され て 次 久 - Gazette" が 人 義足 し まし た これ は 年 邊 回 


掲 二 の 問 こ 倒 ひ ます 様 に 遍 り ます . 区 其 
(signed) B.C.S. Warren 
戦時 中 , 戦後 の 英國 鱗 超 類 研 究 の 流れ は 
大 英 諾 己 の 鱗 鞭 類 を あら の る 引 か ら 難 心 
に 研究 する と ゆう) 方向 に 向け られ て 来 ま し 
人 だ が 語る に は 先 つ 没 前 失 年 こ 洛 る 事 
が 必要 で , その 項 距 に 昆 県 懇 に 疾 化 の 気運 
が 前 し て いた の で す 。 信 世紀 の 初 に は 美由 
の 本 名 な 鱗 建 目 研 究 者 は 剛 洲 や 費 北 本 の 鱗 
北 類 の 知見 に 答 答 し , 大 部 分 は 欧洲 大 陸 の 
出版 物 に 注意 を 的 つ て いま した. Tutt の 
“British Lepidoptera"” を 生み 出す の に さる 
を Tutt と を の 共同 者 に i 
欧洲 大 陸 に つい て 和 肪 され , 大 陸 の 材料 に 
奉 2 紹 あ 人 し た . 営 時 出 i 
種 の 研究 に 多く の 都 分 を 営 て て いま した. 
1920 年 以後 興味 人 は 次 争 に 英 山 の も の の ろ に 
向け られ る ぁ る 様 に な り , 多く の 牙 集 家 も 大 陸 
の 定期 着 行 物 に 苦労 し て つい て 行く こと も 
し な く な り ま し た . 又 應 用 昆虫 中 に 尋 味 が 
増し た 事 も 注目 に 値 し ます . 大 戦は 自然 こ 
の 強 草 を 強め , 戦後 に は 族 行 の 困難 な ど に 
より め 海外 控 集 に 出掛け る 人 が 階 分 減り まし 
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唆 番 の 組 ? TA AE 
研究 は 今 も 存 し て いま す が , 英 隔 の 昆虫 や 
問題 の み が 非 常に 憧 語 され て いま す . これ 
を 説明 する 例 が いく つか あり ます . 1920 年 
に "Society for British Entomology” が 
創立 され まし た が , それ は 営 時 すでに 英國 


ー 








濾 行 で . ほとん と ど 英 菩 昆 正 誰 の み に 限 られ 
て いま す . 又 泉 知 の 域 物 遇 書 “Wayside 
and Woodiand Series” に 1944 年 , 0 

と 共に 多 表 の 症 公 版 の ある 一 民 が 茎 行 
れ , CN 
戦 り まし た . 

概 本 の 菓 集 も 昔 よ り 熱 心 に な り , 多く の 
賊 が 英 因 か ら 6 新 に 波 見 る され まし た . 一 定 地 
域 の 談 暑 類 の 目 銘 が 多く 区 行き れ ま し た 
が , これ ら 6 の 多く は ー つ の 州 に 限ら れ て 作 
られ て 洲 ま し た I 年 その 地 
カ に 住ん で いる 募集 家 に より 絹 身 され て い 
ます . そ MM Fauna 知る 上 
に 多大 の 真 献 を し て いま す ・ 他 の 方 面 の 研 
究 も 多く な され て 來 ま し た , 例 へ ば B. P. 
Beirne (Trans. R. ent. Soc. Lond. 1947 : 
vol. 98; part 7 with 45 maps) の 注目 す 
べき 論文 “The Origin and History of 
the British Macro:L,epidoptera” が あり 


ます . 多く の 注 上 日 を 集め て いる 他 の 分 野 
は 獲 生 悪 で で じす. 1945 年 に 包 B. Ford の 
“Butterflies” な る 本 が 出 ま した. これ は 


度 く 策 生 事 あ 扱 ひ , 英國 の 蝶 類 の 美しい 
着色 版 を 含ん で いま す . 更に 48 の 素 晴 ら 6 
し い 着色 版 の ある “Varieties of British 
Butterflies” な る 本 が 1946 年 に 出版 され ま 
し た . これ は F. W. Frohawk 甘 で 彼 の 以 
前 の 本 と 同類 の も の で す が 則 に 興味 ある 立 
派 な 研究 が な され て いま す . 何と いつ て も 
戦後 の 最 重 要 な 出版 物 は 新しい “Bulletin 
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of the British Museum (Natural History ” 


i 
| 貴 的 探険 の 報告 等 が 同 壇 物 館 に より 時 
0 し て 玉 行 きれ ま し た が , 多く の 料 恨 
論文 を 印刷 する 事 が 困難 に な つて 來 ま し 
た . この 研究 報告 の 定期 的 な 紙 行 は 非常 な 
買値 が あり , 専門 家 に 研究 を 痕 け 同 館 の ュ 
ある 漢 大 な 資料 を 利用 する 様 勇 
気づけ る で し ょ よう. 本 書 は 動物 聖 . 昆 貝 
弾 。 地理 避 。 鍼 物 聖 , 稿 物 門 の 5 部門 に 分 
れ , 1950 年 6 月 に 昆虫 部 門 の 第 1 人 椅 が 弱 行 
され まし た . 印 ち Trinidad の 農業 課 の R. 
G. Fennah に よる 170 臣 671 彫 の 同 藻 目 の 
分 類 で す . これ は 頼も し い 策 足 で , 鱗 契 括 
も 出る で し ょ うか ら りら 舟 來 世界 的 に 興味 ある 
分 類 の 論文 が 期待 きん ます . 共 他 本 年 の 世 


界 的 に 興味 あり 償 値 も ある 研究 は W. H. 


レク シン に 


Evans の “Catalogue of the Hesperiidae 
from Europe, Asia and Australia in the 
British Museum (Natural History)” で す . 
British Museum チチ ! 行 の 本 研究 は Evans 
の 研究 の 第 2 部 で , 第 1 部 は Africa の 種 
を 扱 ひ 1937 年 に 琵 行 され まし た か きる 包 
括 的 な 研究 の 償 値 は 明白 で す が , 善 者 が 一 
般 に 臣 別 され て いる 多く の 種類 を 一 括 す る 
電 神 な 分 類 を し よう と し て いる の は 残念 な 
事 で す . か まる 行 ひ な 多く の 事 費 を 無 品 す 
る 事 に よ つ て の み 探 用 さる れ ます が , . 議 春 は 
これ ら の 種 を 自 自 で 大 別 し 得 る でき で す . 
他 の 非常 に 大 切な 仕事 は L.G. Higgins 
(Trans. R. ent. Soc. Lond. 1941, Vol. 
91, Part 7, pp. 175~365, 16 plates (in 
colour), 215 figs.) の “An illustrated 
Catalogue of the Palearctic Melitaea” 
で す ・. 勿論 過去 敷 年 本 會 報 に な 鱗 超 類 に 開 
する 腔 れ た 多く の 論文 が あり まし た が . 私 
は 本 司 に 開 し て 選 区 宗 さ きれ た 何れ の 論 仙女 に も 
車 縮 て し いま す の で Higgins の 研究 を 持 





の 昆 出 誌 で す . 





2 う ・ お そら くく 本書 





BUTTERELIES AND MOTHS (7 ) 





ます, 本 諭 放 は 陣 洲 と 同様 アジア に 於 て 


も 債 何 あ る も の で し よ ょ ぅ . その 賠 版 は 鱗 散 
用 に 開 す る 研究 で 最も 腔 ん れ た も の に 和則 し ま 
す ・・ ' 
Transactions と Proceedings は 別 と し 
て Royal RA Society は 出來 


る か ぎり 本 英國 昆虫 相 の 菩 解 吾 引 を 準備 し 
て ーー 津 の 研究 逆 素 し て いま す . これ ら 


“Handbooks for the Identificatin of 
British Insects” は 10 休 で 完結 し 各 条 種々 
の 下條 こ ょ RIR2EU ま 5 この 人 

に は 多年 を 要する で し よう ぅ が. 敷 項 は 
華 行 され て いま す . 私 は 了 区 洲 の 非常 に 興 
味 あ る 王 行 物 で ある ドイ ツ の 定期 弄 行 物 
“Zeitschrift fdr Lepidopterologie” を 訓 
け ね ば な り ま せん . 第 1 跳 は 64『T2 賠 版 で 
1950 年 5 月 に 華 行 きれ # ま した. これ は 6 年 
間 に ド イツ て で 義行 きれ た 最初 の 鱗 姜 類 専 門 
これ は 毎年 3 又は 4 剛 版 
192 人 買 と な る で し ょ うぅ . この 新しい 本 は 
“Stettiner Entomologischen Zeitung” や 
Dresden “Tris” 0 6 も の で す . 
前 者 は ドイ ツ 最 古 の 昆 下 項 で , 後者 は ほ 
と ん ど 唯 一 の 鱗 契 目 嘩 a で し た が 有 十 
方 共 1941 年 に 油 減 し まし た . 新しい 本 は 
Max Cretschmar, Albert Grabe, 0 
Warnecke の 3 人 の 有 名 な 紫 虫 綱 者 に より 
編 甲 され て いま す ・ 本 番 NE 
う で し よぅ が, 論 学 は 除外 され る で し よ ょ よ 
は 菩 洲 時 下界 に 宣 要 な 地 
位 を 占め る こと と 思ひ ます . 

本 邦 の 鱗 超 疾 邪 集 の 問題 で -- つ 報告 す 

き 新 な 事 妥 要 な 飛 展 が あり ます . Rothschild 
の 間 集 品 が British Museum に 譲ら れ て か 


5 Tring の 動物 博物 館 は British Museum 


の 一 部 と し て 含ま れ て いま した. 戦後 英 賠 
の 大 型 鱗 題 類 の 特別 芽 集 が , 内 0 


牙 集 品 の 今 件 に より Rothschild 昔 集 の 
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國 の 部 分 と 合せ て Tring に 於 て 作ら れ ま | 披 功 を 得 て , Royal Entomological Society _ 
し た .…… こ の 覧 集 は 現存 する 英國 大 型 鱗 婦 誠 | of London の 生命 名 倫 議 こよ り 人 準備 され ま . 
の 最も 完 儲 な 引 照 同定 臣 集 と な る ぁ る で し ょ | し た . 供 の Transactions に は 含ま れ て い 
0 0 
人 失 の 鮭 組 の British Museum 一 般 牙 1 1 倫 を な し , 6 目 を 含ん で いま す .^ 


集 は 勿論 常に 埼 仙 され こい まし , Roths- el 1 る され, 最初 の も の は 1993 
child の 募集 員 を 合せ て 画 代 の 最も 衝 名 な i 琵 行 され て いま a 
覚 集 を 作る に ちがい あり ませ ん 紹 び こ 益 体 殖 び こ の ノー ト が 鐘 契 研 究 


最後 に 合名 の 問題 を 昌 け ね ば な り ま せ | 者 の 観 路 か ら 書 いた も の で ある こと を 須 調 
ん . 過 到 の 業 跡 に 多く を 宏 興 し た 英國 の 時 し て お きま すす. こ ょ 20 年 人 ス は それ 以上 の 間 

晶 聖 者 可 に より , この 分 野 で か な め 面 和泊 い | 隊 洲 や 外 民 の 鱗 暑 類 に 興味 を 持つ 信 向 が 9 
仕事 が な され まし た . 戦後 “Bulletin of り ま し た が , この 間 世 界 各 地 に 覧 る 他 の 計 
zoological Nomenclature” の 立 行 は 鱗 女 | 旧 に 陶 す る 芳文 は 増加 し , 全般 と し て 身 國 
日 の 分 類 陣 研究 に 大 き な 條 値 を 持つ 一 歩 ・! 昆虫 肌 の 研究 は 苦 に も 増し て 行 は れ ま し .. 
で す : 合名 に 開 す る 他 の 重要 な 琶 行 物 は た . 條 和 な 時 の 天 来 と 共に 歌 洲 鱗 胡 昌 の 研 . 
“The Generic Names of British Insects” | 究 も 再び 我 隙 の 牙 集 家 に より 更に 一 般 的 な . 








で British Museum (N. 廿 .) の 昆 是 都 の 注 下 を うけ る 事 で し よう ). 
編 韓 後 8 


信 を お 只 召 ひ 邊 し 上 げ ま す 。 会 員 の 特 科 に は 鈴 そお 元気 で pe 
基 に vol. IM, pt.| を お 汰 0 し ます 。 乱 を 改め る に は 少し 呈 い の で す が か が 、 年 号 と 遷 と を 一 致 
せしめ る た め 、 止 む を 得 ず 改 殺 し に 水 洛 で 0 今後 は 4 号 I C1 殺 と する ぁ 予 定 で すっ 

A Lopidopterology の 現状 は 、 英国 の 著名 な 蝶 括 研究 家 Warren 氏 より 寄せ ら 
た も の で す 。 同 氏 の 事 は 諸 彦 も すでに よ < 御 存 7 知 の 事 と 思ひ ます が "GENUS EREBIA” 
の 大 SR “9 3 9 きか を 深謝 する: も の で す 。 


RE 450 電 タッ 内 [ 

会 幸 「 折 と 時 の 発行 も 本 年 に 入 D り 、 い よい 確信 を も つて 年 加 回 発行 の 初志 を 算 折 | 得る 
運び が と な り ま し た 。 つ いて は この 際 、 従 前 の 健全 な 会 組 識 に 立ち 返り 、 会 員 諾 士 の 御 騰 力 の ぁ 
と に 、 洋 々 た る 前 途 を 期し た く 思 ひま す 。 会 員 詳 士 に は 本 会 の 主旨 を 訪 と され 、 振 つて 参加 、 

_ 御 協力 を ぉ ね が ひ す る 到 第 で す 。 : 
詳細 は 別紙 に 記述 し て あり ます が 、 主 な 点 1.3 を お 知ら せ し ま す 。 に 
登 旨 徴集 に つい て : 今回 、 従 来 の 方 式 を 改正 し 、 本 年 よ り 会 費 年 額 300 円 を 納入 し て 頂く 事 に 

成り まし た 。 足下 の 会 費 詳 細 は 別紙 に 計算 、 記 載 し て あり ます か ら 、 必 可 額 を 御 績 人 下さ い 。. 

。 欠 納入 方 潜 は 、 邊 期 分 、 一 年 分 の 3 形式 と し ます 。 
振替 口座 侍 末 に つい て : 会 費 納 入 を 簡便 に する た め 、 本 会 で は 振替 口座 に 加入 し まし た 。 今 . 

後 振 つて 御 理 用 下さ い 。 日 座 番 号 は 下記 の 遡り です 。 (会 * 計 款 ) 
京都 15914 番 日 本 鱗 贅 月 学 会 





-1931 年 ユ 月 30 日 印 各 定位 40 賠 
1951 年 3 月 1 日 開 行 送料 6 賠 
編 粗 代 工 行 所 日 本 鱗 翔 目 壁 人 益 京都 市 右京 三 ( 太 擬 局 左 内 ) . 
hs Pe 財 忠 柳田 町 19 岡田 方 
印 刷 者 。 松崎 秀 人 放 都 市 小 路 松 原 上 ん 
印 周 所 松崎 印刷 株 式 答 香 京都 市 油小路 松原 上 ル 
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